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流感権患児童 につ い ての体質調査
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り形成されるものであって， 形態的， 段能的~ÉIC発行的の特徴で， 多少共持続的iζ保有される身体的
主主に精神的特徴とする ζ とが出来る。
以上のような見地より，私達は三度の旅行期間中一度も庇怠しなかった学童と，三度インフルエン





提怠学童118名 (A群)，非確患学重 116名 (B群)，合計沼4名である。これらの学童について，調査
用紙を用いて資料を作った。
( 37 ) 
-120ー 児童学
調査結果並に考按
1. 出生時状況 第1表lζ示された如く， A群にあっては出生時休重2.5kg以下の者の百分率がB
第 1~受出生時状況
~ 出 生時体2.5kg以下 2.5-3.5 3.5kg以上
実数 11 86 14 1凶
A 
予4 9.3 73.0 11. 8 91. 5 
実数 8 107 40 151 4 8 1 
B % 4.8 64.4 24. 1 91.0 2.4 4.8 0.6 
A群は三度m患者，B!手は否穣患者
群に比し著しく高く，逆lζ3.5kg以上の者については全く逆の関係である。大阪市に於ける未熟児出








3. 手L児期身体発育状況 定頚，初歩の時j聞については，第3表lζ示す如く A，B両群聞に差を認
B 

























淋 巴 腺肥大 13 1.0 12 7.2 
厨 挑 腺 炎 57 48.3 45 27.1 
中穫量E(疫痢自家中毒) 9 7.6 8 4.8 
頭 1諸 14 1.9 19 11.4 
胸 痛
関 節 1蕗 2 1.7 1 0.6 
腹 痛 14 11.9 7 4.2 
気管支炎・時 ，@. 8 6.8 9 5.4 
夜 尿・頻 尿 9 7.6 18 10.8 
じんま疹・血清病 17 14.4 10 6.0 
感 冒 69 58.4 44 26.5 
咳 . 鼻 十 41 34.7 42 25.3 
下 痢 16 13.6 9 5.4 
神経質 ・わが尽 却 25.4 32 19.3 
疲 れ 易 い 35 29.6 16 9.6 
君主 せ て b、る 41 34.7 22 13.2 
肥え て b、る 5 4.2 11 6.6 
寒 が り 26 22.0 25 15.1 
汗 か き 13 1.0 29 17.5 
慈 .C;、 日直 吐 5 4.2 2 1.2 
( 39 ) 
第 6 君主 家族の羅思状況
三?と|前同行
湿 疹 10 8.5 9 5.4 
じんま しん 27 22.7 31 18.7 
顕 腺 腫 膝 6 5. 1 6 3.6 
i藷 銚 線 炎 61 51.7 63 37.9 
気 管 雪E 炎 38 32.0 26 15.7 
中 王華 1A 3 2.5 3 1.8 
下 痢 ・縁 炎 21 17.8 14 8.4 
胸 腺 肥 大. 4 3.4 4 2.4 
時詰 忠 13 11.0 ]0 6.0 
同 i貸 耳t} 10 8.5 8 4.8 
ロ イ マチス 5 4.2 9 5.4 
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SUMMARY 
Our previous paper reported about the influenza during one year (1956-1957). 
In this paper we investigated as for sensitive constitutin to the inf1uenza through 
the life history and daily complains. The subjects used were devided into two 
groups of children took influenza three times and of ones not at all. 
The result : many of those who had infJuenza three times. showed these 
complains of the feeble， that is. under weight at birth， under nutrition at infant 
age， nervousness. tiresomeness， chilliness， etc.. Among their families there were a 
lot of complains such as bronchitis， diarrhea， enteritis etc. 
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